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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＣタグが取り付けられたリールを収納棚に収納し、当該収納棚に収納された前記リー
ルに取り付けられた前記ＩＣタグとの間で電磁誘導作用を用いた無線通信により非接触で
データの書き込み又は読み出しを行うリーダライタ装置を有するリール管理システムであ
って、
　前記ＩＣタグは前記リールの中心の回転軸用穴の周囲の特定範囲である、リール回転軸
を通す穴の外径と前記リールの組立加工部位の外径の間の区間に取り付けられ、
　前記リーダライタ装置は前記ＩＣタグとの間で非接触で通信を行うためのループアンテ
ナを備え、当該ループアンテナは前記リールを収納する前記収納棚に配置されており、そ
の配置は、当該ループアンテナの中心を貫く磁束の方向から見た場合に、前記収納棚に収
納された前記リールの中心と当該ループアンテナの中心が見掛け上同じ位置となる配置で
あり、
　前記収納棚に配置された前記ループアンテナは、前記リールの回転軸用穴の周囲の特定
範囲に取り付けられた前記ＩＣタグとの間で非接触でデータの書き込み又は読み出しを行
う、
　ことを特徴とするリール管理システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のリール管理システムにおいて、
　前記リール管理システムは、制御部と、前記リーダライタ装置と、複数のループアンテ
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ナと、上位のアンテナ切替器と、複数の下位のアンテナ切替器と、分配結合器と、複数の
同調器とを備え、前記複数のループアンテナを前記分配結合器により１ユニットに合成し
た構成であり、
　前記リーダライタ装置からの入力信号を前記分配結合器で分配し、各分配信号を前記各
同調器で同調し、各同調信号の電流に基づいて前記ユニットをなす各々の前記ループアン
テナから発生した磁界の合成磁界により、前記ユニットをなす各々の前記ループアンテナ
間を強磁界にして形成された読み取りエリアを有し、
　前記下位のアンテナ切替器は、前記収納棚を構成する複数の棚板毎に配置され、
　前記ループアンテナは、前記棚板に対して垂直方向に配置され、開口面が前記棚板に対
して垂直方向であることを特徴とするリール管理システム。
【請求項３】
　請求項１に記載のリール管理システムにおいて、
　前記リールの回転軸用穴の周囲の特定範囲が前記リールの回転軸の中心から３０ｍｍ以
内の範囲であり、前記ループアンテナの読み取り範囲が前記リールの回転軸用穴の中心か
ら３０ｍｍ以内の範囲をカバーするように設定され、隣接する前記リール間でＩＣタグの
重なりが生じる確率を１／６未満となるように前記ＩＣタグをそれぞれ設けたことを特徴
とするリール管理システム。
【請求項４】
　請求項１に記載のリール管理システムにおいて、
　前記収納棚における前記ループアンテナの設置高さと奥行を前記リールのサイズに合わ
せて変えることにより、前記リールのサイズに依らずに同じループアンテナを用いて前記
リールに貼り付けられた前記ＩＣタグの情報を読み取ることを特徴とするリール管理シス
テム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リール部材の管理システムに関し、特に、ＩＣタグを用いることにより、リ
ール部材を効率的に管理するリール管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＣカード或いはＩＣタグを用いたＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄ
ｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）システムとしては、様々な種類や方式があり、例えば、バッ
テリー無しに通信が可能なタイプなどでは、交通カードシステム、物流管理システム、物
品管理システム等に実用化されて及び普及してきている。特に、物品管理として、バーコ
ードに代わり、より多くの情報量を持つことが可能なＩＣタグは、様々な分野で期待され
ている。
【０００３】
　システムの主要な構成としては、ＩＣチップにアンテナを備えたＩＣタグと、このＩＣ
タグとの通信を行うリーダライタ装置がある。リーダライタ装置にはアンテナが備えられ
、このアンテナによりＩＣタグ内のＩＣチップを駆動する電力と質問データを常時又は間
欠に送信し、この電力と質問データを受信することができる範囲内にあるＩＣタグからの
応答データを得る。
【０００４】
　ここでは、電磁誘導方式の１３．５６ＭＨｚ　ＲＦＩＤシステムについて述べる。
　１３．５６ＭＨｚ　ＲＦＩＤシステムは、リーダライタから供給されるＩＣタグ内の回
路駆動電力が磁界・磁束であり、双方のアンテナがループアンテナであることが多い。通
信を成立するためには、リーダライタ側のアンテナで生成される磁界・磁束がＩＣタグ側
のループアンテナのループ開口部を貫き、且つＩＣタグのＩＣチップが駆動電力を得るの
に十分な磁界強度である、などの条件を満たさなければならない。
【０００５】
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　次に、リール部材について述べる。
　ここで述べるリール部材は、電気機器などに内蔵されるプリント基板に機械実装できる
ように、テープ状にパッケージ加工され、巻かれたものである。
　図９には、リール部材の一例を示してある。本例のリール部材では、リール２０１に巻
かれたテープ２０２に複数のチップ部品２０３が設けられている。
【０００６】
　実装する機械（マウンタ）は、各メーカ仕様やリールのサイズにより様々であるが、リ
ールが回転しながらテープにパッケージされた部品を順次取り出して実装する仕組みは共
通している。つまり、リールの機構としては、回転軸の穴と、その周囲にあるリールの組
立加工部位が存在する。なお、リールサイズがΦ１８０ｍｍである場合には、組立加工部
位のサイズがΦ６０ｍｍであることが一般的である。
【０００７】
　図１０には、リール２０１の機構の一例を示してある。
　リール組立加工部２１１は、２枚の円盤の接合部分であり、チップ部品が存在しないと
ころである。
　また、チップ部品及びテープが巻かれている部分２１２や、リール回転軸を通す穴２１
３が存在する。
【０００８】
　このようなリール部材を多数使用して管理するような場合には、一般的に、スチール製
の多段棚に、並び立てるような状態で、空間的に効率の良い整えられた形式をとる。
　図１１には、リール部材の多段棚２２１への収納の一例を示してある。複数のリール２
２２が多段棚２２１の各段の棚に収納されている。
【０００９】
　しかしながら、リールの両面が隠れる状態となるため、個々のリールに直接若しくはラ
ベル（シール）にプリントされた情報（例えば、部品の形名、製造年月日等）を目視又は
バーコードを用いた手段で得ることはできない。このため、棚に収納された部品の管理自
体が大変面倒な作業となり且つ時間を要するものであった。
　そこで、リールにＩＣタグを貼り付けて、収納棚に設置したリーダライタ用のアンテナ
でＩＣタグの情報を読み取ることでリール部材を管理するシステムを構築・運用すること
を考える。
【００１０】
【特許文献１】特開２００４－１４６５５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ここでは、課題を説明するために、それほど好ましくない例を挙げる。
　棚板面に沿った若しくは棚板に仕込まれたリーダライタ側のアンテナ（棚型アンテナ）
により、棚板上に置かれたリール部材のリール面に貼付されたカードサイズのＩＣタグを
読み取りする方法について考える。
　この場合、読み取り性能を確保する上で、大きな障害となるものが幾つか存在する。
【００１２】
　まず、ＩＣタグの貼付面としては、取り扱いなどからリールの両面のいずれかとなり、
ＩＣタグのサイズから部品のテープが巻かれた部位に貼り付ける他ない。このため、部品
の素材である金属によるシールド（遮蔽）によって、ＩＣタグの読み取りが困難となる。
　図１２には、カードサイズのＩＣタグ２３２のリール２３１への貼付の一例を示してあ
る。なお、リール２３１はΦ１８０ｍｍであり、ＩＣタグは約５５×９０ｍｍである。
【００１３】
　棚型アンテナの読み取り範囲が棚板面付近であるとすれば、リール部材を棚に収納する
際に、ＩＣタグが棚型アンテナ側（下側）となるようにリール部材の回転方向の角度や向
きを整えなければ、ＩＣタグの情報を読み取ることは不可能である。
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　図１３には、カードサイズのＩＣタグと棚型アンテナによる読み取りの位置関係の一例
を示してある。
　具体的には、棚型アンテナ２４１のタグ読み取り範囲２４２やアンテナ読み取り方向２
４３を示してある。リール２５１のＩＣタグ２５２についてはタグ読み取り範囲２４２に
存在するため読み取り可能であるが、リール２５３のＩＣタグ２５４についてはタグ読み
取り範囲２４２から外れているため読み取り不可能である。
【００１４】
　他の構成例として、ＩＣタグの位置が下側でなくてもよいように、棚型アンテナの読み
取り範囲をリールサイズ全てをカバーすることができる性能とすることが考えられるが、
この構成は、リールサイズによって変化することやアンテナ出力を大きくして高さ方向の
読み取り範囲を拡張する必要があり極めて困難であり、且つ別の棚段のリーダライタのア
ンテナの読み取り性能や省電力の観点から好ましくない。
【００１５】
　本発明は、このような従来の事情に鑑み為されたもので、例えば、リール部材の１つ１
つにＩＣタグを貼付して、一般的なスチール製棚に収納し、その棚に設置したリーダライ
タのアンテナによりＩＣタグの情報を読み取ることで、リール部材の管理を正確且つ僅か
な労力で実現することができるＲＦＩＤによるリール部材の管理システムを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するため、本発明では、ＩＣタグが取り付けられたリールを収納棚に収
納し、当該収納棚に収納されたリールに取り付けられたＩＣタグとの間で電磁誘導作用を
用いた無線通信により非接触でデータの書き込み又は読み出しを行うリーダライタ装置を
有するリール管理システムにおいて、次のような構成とした。
　すなわち、前記ＩＣタグは、前記リールの回転軸用穴の周囲の特定範囲に取り付けられ
る。且つ十分に小さなサイズのＩＣタグである。前記リーダライタ装置は、前記ＩＣタグ
との間で非接触で通信を行うためのループアンテナを備え、また、当該ループアンテナは
、前記リールを収納する収納棚に配置されている。前記収納棚に配置されたループアンテ
ナは、前記リールの回転軸用穴の周囲の特定範囲に取り付けられたＩＣタグとの間で非接
触でデータの書き込み又は読み出しを行うことが可能に配置されている。
　前記特定範囲は、リールの中心から半径ｒ１～ｒ２の範囲であり、ｒ１はリールの回転
軸用穴の外周と中心との距離であり、ｒ２はリールの外周と中心との距離よりも小さい。
ｒ２は、リールの組立加工部位の外周と中心との距離とするのが好ましい。
【００１７】
　従って、例えば、リール部材の１つ１つにＩＣタグを貼付して、収納棚（一例として、
一般的なスチール製棚）に収納し、その棚に設置したリーダライタのアンテナによりＩＣ
タグの情報を読み取ることで、リール部材の管理を正確且つ僅かな労力で実現することが
できるＲＦＩＤによるリール部材の管理システムを提供することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　以上説明したように、本発明に係るリール管理システムによると、ＩＣタグを用いて、
リール部材を効率的に管理することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明に係る実施例を図面を参照して説明する。
　図１には、本発明の一実施例に係るリール管理システムの構成例を示してある。
　本例のリール管理システムは、ＩＣタグ２が貼付されたリール１と、制御コンピュータ
（制御ＰＣ）１１と、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）１２と、リーダ
ライタ（リーダライタ装置）１３と、上位のアンテナ切替器１４と、複数であるｎ個の下
位のアンテナ切替器１４－１～１４－ｎと、リール１の収納棚を構成するｎ段の棚板１５
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－１～１５－ｎと、各段の棚板１５－１～１５－ｎに設けられた複数のアンテナ（本例で
は、ループアンテナ）＃１＿１～＃ｎ＿８を備えている。本例では、１つの棚板１５－ｉ
（ｉ＝１～ｎ）当たり、８個のアンテナ＃ｉ＿１～＃ｉ＿８を備えている。
　前記アンテナ（＃１＿１～＃ｎ＿８）は、棚板に対して垂直方向に立設したアンテナシ
ャーシに設けられたスタンド型アンテナであり、そのアンテナ開口面（ループ面）は、棚
板に垂直となっている。
【００２０】
　ここで、上位ネットワークに接続される制御ＰＣ１１は、ＬＡＮ１２と接続されて、当
該ＬＡＮ１３と接続されたリーダライタ１３と接続される。
　リーダライタ１３は上位のアンテナ切替器１４と接続され、上位のアンテナ切替器１４
は下位のアンテナ切替器１４－１～１４－ｎのそれぞれと接続される。
　各アンテナ切替器１４－１～１４－ｎは、各棚板１５－１～１５－ｎに設けられた複数
のアンテナについて、使用するアンテナを切り替える。
【００２１】
　本例では、制御ＰＣ１１、１台のリーダライタ１３、階層接続されたアンテナ切替器（
本例では、１個の上位１４とｎ個の下位１４－１～１４－ｎの２層構成）、１棚当たり８
台のアンテナを有するｎ段の棚板１５－１～１５－ｎにより、上位から下位へのツリー構
造を成している。そして、例えば、上位から下位へ向かって各種の制御のための信号を送
ることや所定のデータを送ることなどが可能であり、下位から上位へ向かって各種の制御
に関する信号（例えば、報告のための情報など）を送ることや所定のデータを送ることな
どが可能である。
【００２２】
　各アンテナは、同心円状のループアンテナであり、リール組立加工部位の大きさΦ６０
ｍｍより若干大きく、且つ棚板が金属である場合にも影響を全く若しくはほとんど受けな
いサイズΦであり、収納されたリールの中心とループアンテナの中心が同じ位置になるよ
うに設置される。また、各アンテナのシャーシを板状にすることで、並列したリールの仕
切り板としての機能も果たす。
　同一の棚板上に設置される複数のアンテナは、互いに同じタグの重複読み取りをできる
限り回避し、且つアンテナ間の干渉を回避することができるアンテナの感度や距離間隔を
有するように、設けられている。
【００２３】
　本例では、ＩＣタグは、Φ２０ｍｍである小型の円形のタグであり、リールの組立加工
部位（Φ６０ｍｍ）の円周内側に沿うように貼付されている。
　図２には、リール１（Φ１８０ｍｍ）に対する小型円形タグ２（Φ２０ｍｍ）の貼付位
置の関係の一例を示してある。本例では、リール１においてｒ１０～３０ｍｍで描かれる
ドーナツ状の区間、即ち、リール回転軸を通す穴の外径と組立加工部位の外径の間の区間
をタグ貼付エリア２１として、そこにＩＣタグ２を貼付する。貼付された状態のものをＩ
Ｃタグ２ａとして示してある。
【００２４】
　ＩＣタグの貼付位置の正確性と作業性の効率を上げるために、粘着シート（ラベル）と
してＩＣタグを加工し、貼付面の凹凸に対しても十分な粘着性が得られ、マウンタヘの装
填、動作にも支障が無いようにできるようにする。
　図３には、粘着シート付きの小型円形タグの成形例を示してある。
　リールの中心部にあるドーナツ状の穴（回転軸用穴）を持つタグ貼付エリアと同一の形
状を有するとともに更に上下左右に方形状の突起した形状を有する粘着シート３１上の一
部の位置に、ＩＣタグ３２が設けられている。この粘着シート３１をリールのタグ貼付エ
リアに貼付することで、ＩＣタグ３２をリールに貼付することができる。
【００２５】
　また、リール部材へのＩＣタグの貼付時において、そのＩＣタグにリール部材の品名、
形名、数量などをデータとして持たせるか、或いは上位ネットワークのデータベース（Ｄ
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Ｂ）に記憶された当該データと紐付けすることにより、個々のリール部材に関する情報の
管理が容易となる。また、ＩＣタグのシート加工を行うと、貼り付け時の回転方向に対す
るＩＣタグの位置としては、アンテナによるＩＣタグの読み取りを意識することなく、任
意の向き（回転方向）で貼付することができる。
【００２６】
　図４には、ＩＣタグが貼付されたリール部材を棚に収納してアンテナで読み取りするイ
メージの一例を示してある。
　具体的には、ＩＣタグ４２が貼付されたリール部材４１が棚板５１上に複数配置される
様子や、棚板５１上の複数のアンテナ５２や、各アンテナ５２の読み取り範囲５３を示し
てある。
　図５には、リール４１にＩＣタグ４２が貼付されたリール部材と、アンテナ５２の読み
取り範囲５３の一例を示してある。
　アンテナ５２の読み取り範囲（読み取り距離）５３は、ループ中心から両面それぞれに
距離約Φ（＝ループアンテナのサイズΦ）を持つ。
【００２７】
　リール収納時の回転の各方向は、ＩＣタグの形状、サイズを小さくしたことから、隣接
するリールのＩＣタグが重なる確率を抑えるだけでなく部分的に重なる場合の面積も小さ
く抑えることができるため、ＩＣタグ同士のアンテナ間干渉の度合いを抑えることができ
、これにより、読み取り性能の低下を抑えることができる。
　図６には、リール収納時におけるＩＣタグの重なりの様子の一例を示してある。
　図示されるように、複数のＩＣタグ６１～６４の重なりの度合いを低く抑えることがで
きる。
【００２８】
　このように、リールを保管する棚に戻すとき、リールの回転方向に対する角度は指定し
なくても、リールの収納時にＩＣタグの位置が重なる確率を抑えることができる。また、
１つのアンテナに対し１～２コのリールを割当てるように配置する場合は、ＩＣタグの重
なりを防ぐことができる。具体例としては、書籍管理で言えば、従来では、タグを書籍の
下側に貼り、タグが棚板に仕込まれたアンテナで読み取れる位置になる運用が必要である
が、本例では、リールの回転角度による収納（読み取り）時のタグの位置を気にすること
なく、読み取りできる運用が可能である。
【００２９】
　更に詳しく説明する。
　前提として、１棚（リールの管理アンテナ）に置かれるリールのサイズΦは統一し、Φ
が異なるリールが混在することは無いとする。また、例えば、隣接するリールの間でＩＣ
タグが重なる場合を考える。なお、ＩＣタグが大きくなると、２つ隣のリールのＩＣタグ
でも影響を受け得るが、ここでは、説明を簡易化するために省略する。
　例えば、ＩＣタグのサイズがΦ２０ｍｍであり、ＩＣタグの貼付位置としてＩＣタグの
中心がリールの中心から２０ｍｍの距離であるときには、リールの中心からｒ＝２０ｍｍ
の円周は約１２０ｍｍなので本例では、隣接するリールの間でＩＣタグの位置が一致する
確率は１／６未満となる。
　棚にリールを収納するとき、リールの回転方向に対する向きを指定する必要が無いため
、作業者は単にリールを棚に戻すだけで、タグ読み取りを可能とすることができる。
【００３０】
　一方、棚に仕込まれるタイプのアンテナでは、ＩＣタグの貼付位置はリールの縁になる
。この理由は、リールに巻かれた部品（金属）の影響から、リールの縁でなければタグ読
み取りが困難であるためであり、更に言えば、スチール棚を想定しているため、非金属製
の棚に設置する場合に比べて、リーダライタの棚に対する高さ方向の読み取り範囲が小さ
くなることも不利な点となる。この場合、ＩＣタグを棚に収納するとき、タグ読み取りで
きるように、作業者はＩＣタグが下側になるようにいちいち注意が必要になり、また、Ｉ
Ｃタグの位置がほぼ確実に一致すると言える。
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　これらを比較すれば、本例の方が、ＩＣタグが重なる確率をかなり抑えることができる
と言える。
【００３１】
　また、リールのサイズが変わっても、アンテナの設置位置（高さ）を変えることで、同
じアンテナを用いて同システムを構築することができる。
　前提として、１棚（リールの管理アンテナ）に置かれるリールのサイズΦは統一し、Φ
が異なるリールが混在することは無いとする。
　具体的には、ＩＣタグをリールの中心付近に貼ることから、リールのサイズが大きくな
った場合には（但し、すべて同じ大きさのリール）、アンテナのタグ読み取り範囲として
は、やや高い位置に設置することで同じ読み取り性能を得ることが可能である。例えば、
Φ１６０ｍｍのリールが収納される棚では、アンテナ位置（アンテナの中心位置）の高さ
を８０ｍｍとし奥行を８０ｍｍの位置とし、また、Φ３３０ｍｍのリールが収納される棚
では、アンテナ位置の高さを１６５ｍｍとし奥行を１６５ｍｍの位置とする、というよう
に、同じアンテナを用いてリールのサイズに合わせて設置高さと奥行を変えることにより
、リールに貼り付けられたタグの情報を読み取ることが可能となる。
【００３２】
　また、アンテナによる読み取り動作としては、例えば、各アンテナに対して順次切り替
えしながら、読み取り範囲内のＩＣタグの情報を読み取りすることにより、棚上の区間単
位での位置探索機能をシステムに持たせることができる。
【００３３】
　また、位置探索の範囲（分解能）を犠牲にして、複数のアンテナを結合器により１ユニ
ットに合成することで、構成を変えることができる。
　図７には、２個のアンテナの合成を行う構成例を示してある。
　具体的には、リーダライタからの入力信号（搬送波）を分配結合器７１で分配し、各分
配信号を各同調器７２、７３で同調し、各同調信号の電流に基づいて各ループアンテナ７
４、７５から磁界（磁束）を発生する。２個のアンテナの合成磁界により、２個のアンテ
ナ間の空間が強磁界になり、十分な読み取りエリアを確保することができる。
　ここで、分配としては、レベルを等分割して、位相として同相、逆相の２波を同時に出
力する態様が用いられる。
　また、接続や原理は例えばゲートアンテナと同様であり、分配結合器７１としては、例
えば、従来のゲートアンテナで用いられているハイブリッド分配器を用いることが可能で
ある。
【００３４】
　このように、複数のアンテナを結合器により１ユニットに合成する接続形態では、複数
のケーブルを接続、配線するところを１本の配線でできるため、設置性を高めることがで
きる。
　図８（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を参照して、アンテナ合成の構成例を示す。
　図８（ａ）には、アンテナ合成を行わない場合について示してある。
　具体的には、ＩＣタグ８２が貼付されたリール８１や、リーダライタ９１、下位のアン
テナ切替器９２（ここでは、上位のアンテナ切替器については省略している。）、棚板９
３、複数のアンテナ９４、１アンテナの読み取り範囲９５を示してある。この例では、ア
ンテナ切替器９２による制御により、８個のアンテナ（１）～（８）について、（１）か
ら（８）の順に磁界を発生させるアンテナ（通信に使用するアンテナ）を切り替えていき
、（８）の後は（１）に戻ってループ状にアンテナの切り替えを行う。
【００３５】
　図８（ｂ）には、隣り合う２個ずつのアンテナをセットにして、アンテナ合成を行う場
合について示してある。
　具体的には、ＩＣタグ１０２が貼付されたリール１０１や、リーダライタ１１１、下位
のアンテナ切替器１１２（ここでは、上位のアンテナ切替器については省略している。）
、４個の結合器（例えば、分配結合器）１１３～１１６、棚板１１７、複数のアンテナ１



(8) JP 5472779 B2 2014.4.16

10

20

30

40

50

１８、２個のセットのアンテナの読み取り範囲１１９を示してある。この例では、４個の
結合器１１３～１１６に相当するものとして、２個ずつのアンテナのセットが４個（（１
）～（４））でき、アンテナ切替器１１２による制御により、これらの４個（１）～（４
）について、（１）から（４）の順に磁界を発生させるアンテナの組（通信に使用するア
ンテナの組であり、通信に使用する結合器１１３～１１６）を切り替えていき、（４）の
後は（１）に戻ってループ状にアンテナの切り替えを行う。
【００３６】
　図８（ｃ）には、近接する４個ずつのアンテナをセットにして、アンテナ合成を行う場
合について示してある。
　具体的には、ＩＣタグ１２２が貼付されたリール１２１や、リーダライタ１３１、下位
のアンテナ切替器１３２（ここでは、上位のアンテナ切替器については省略している。）
、２個の結合器（例えば、分配結合器）１３３、１３４、棚板１３５、複数のアンテナ１
３６、４個のセットのアンテナの読み取り範囲１３７を示してある。この例では、２個の
結合器１３３、１３４に相当するものとして、４個ずつのアンテナのセットが２個（（１
）～（２））でき、アンテナ切替器１３２による制御により、これらの２個（１）～（２
）について、（１）から（２）の順に磁界を発生させるアンテナの組（通信に使用するア
ンテナの組であり、通信に使用する結合器１３３、１３４）を切り替え、（２）の後は（
１）に戻ってループ状にアンテナの切り替えを行う。
【００３７】
　以上のように、本例では、リール部材に対してＩＣタグを貼り付けする箇所を特定部分
に限定し、その特定部分の形状に合わせた粘着シート付きのＩＣタグを用いて貼り付ける
ことで、リールに巻かれた部品の数量や有無に関係なく、また、リールの直径にも依存す
ることなく、ＩＣタグの読み取りを可能とすることができる。
　また、機械実装の装填されたリール部材を装填箇所毎に設置した小型アンテナによって
、装填箇所単位でのリール部材の検知や識別を可能とすることができる。
【００３８】
　また、上記のように特定の空間、方向性をもって、リール部材の収納時におけるＩＣタ
グの存在箇所を限定し、且つリールに巻かれた部品の数量や有無に影響を受けない形状、
サイズのリーダライタ（Ｒ／Ｗ）のアンテナにより、陳列したリール部材に貼り付けられ
たＩＣタグの複数一括読み取りを可能とすることができる。
　また、収納棚の材質に関係なく設置や運用が可能であり、例えば、既存のスチール製多
段棚においても十分な読み取り性能を発揮することが可能である。
【００３９】
　このように、機械実装に用いるリール部材を管理する場合に、リール部材にＩＣタグを
貼付して、ＲＦＩＤを使用するリーダライタのアンテナを設けた管理棚により、個々のリ
ール部材を管理することができる。例えば、一般的なスチール棚などに対して設置や運用
をすることも容易に可能である。
【００４０】
　従って、本例では、一般的なスチール棚など材質に因らず、既存の棚に設置や運用する
ことが可能であるため、導入コストを抑えたＲＦＩＤのリール部材の管理システムを導入
することができる。
　これにより、上位ネットワークのＰＣ端末（本例では、制御ＰＣ１１）などから遠隔操
作で、リール部材の在庫状況の確認や在庫欠品の防止などの管理を正確且つ容易に行うこ
とができる。また、リール部材の使用頻度などを分析するデータを簡単に取得や加工する
ことも可能となる他、実装に必要なリール部材の準備などにも応用して、総合的な生産管
理システムを構築することができる。
【００４１】
　また、拡張性として、例えば、マウンタヘのリール部材装填箇所に対して、本例による
リール部材のＩＣタグを読み取りすることができるようになると、マウンタで使用した部
品数量のカウント情報を反映させて、より正確な部品在庫の残数を把握することができる
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。
　また、図１４には、本例に係るスタンド型アンテナと、比較例に係る棚型アンテナにつ
いて、ＩＣタグ読み取りアンテナや、ＩＣタグや、運用に関して、比較例を示してある。
【００４２】
　以下で、本例に係る構成例として、（構成例１）～（構成例５）を示す。
　（構成例１）ＩＣタグを取り付けされた部品リールを部品リールを収納する収納棚に収
納し、当該収納棚に収納された部品リールのＩＣタグとの間で、電磁誘導作用を用いた無
線通信により、非接触でデータの書き込み又は読み出しを行うリーダライタ装置を備えた
部品リール管理システムであって、
　前記ＩＣタグは部品リールの回転軸用穴の周囲の特定範囲に取り付けされており、
　前記リーダライタ装置が、前記ＩＣタグとの間で非接触通信を行うためのループアンテ
ナを備え、当該アンテナは前記部品リールを収納する収納棚に配置されており、
　前記収納棚に配置されたアンテナは、前記部品リールの回転軸用穴の周囲の特定範囲に
取り付けされたＩＣタグと非接触でデータの書き込み又は読み出しが可能なように（例え
ば、収納棚に部品リールが収納された状態で当該部品リールのＩＣタグとの非接触通信が
可能な位置や方向や形状などで）配置されている、ことを特徴とする部品リール管理シス
テム。
【００４３】
　（構成例２）上記した（構成例１）において、更に、前記部品リールの回転軸用穴の周
囲の特定範囲が部品リールの回転軸の中心から３０ｍｍ以内の範囲であり、前記ループア
ンテナの読み取り範囲が部品リールの回転軸用穴の中心から３０ｍｍ以内の範囲をカバー
するように設定されている部品リール管理システム。
　（構成例３）上記した（請求項１）又は（請求項２）において、前記部品リールを搭載
する棚板が金属製である部品リール管理システム。
　（構成例４）上記した（構成例１）～（構成例３）のいずれかにおいて、ＩＣタグが粘
着シート付きＩＣタグとして形成され、当該粘着シートは前記部品リールの回転軸用穴の
形状に沿った中心穴を備える部品リール管理システム。
　（構成例５）上記した（構成例１）～（構成例４）のいずれかにおいて、直径の異なる
複数の部品リールを収納する際、１つの収納棚には直径の同じ部品リールのみを収納する
ようにした部品リール管理システム。
【００４４】
　ここで、本発明に係るシステムや装置などの構成としては、必ずしも以上に示したもの
に限られず、種々な構成が用いられてもよい。また、本発明は、例えば、本発明に係る処
理を実行する方法或いは方式や、このような方法や方式を実現するためのプログラムや当
該プログラムを記録する記録媒体などとして提供することも可能であり、また、種々なシ
ステムや装置として提供することも可能である。
　また、本発明の適用分野としては、必ずしも以上に示したものに限られず、本発明は、
種々な分野に適用することが可能なものである。
　また、本発明に係るシステムや装置などにおいて行われる各種の処理としては、例えば
プロセッサやメモリ等を備えたハードウエア資源においてプロセッサがＲＯＭ（Ｒｅａｄ
　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）に格納された制御プログラムを実行することにより制御され
る構成が用いられてもよく、また、例えば当該処理を実行するための各機能手段が独立し
たハードウエア回路として構成されてもよい。
　また、本発明は上記の制御プログラムを格納したフロッピー（登録商標）ディスクやＣ
Ｄ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）－ＲＯＭ等のコンピュータにより読み取り可能な記録媒
体や当該プログラム（自体）として把握することもでき、当該制御プログラムを当該記録
媒体からコンピュータに入力してプロセッサに実行させることにより、本発明に係る処理
を遂行させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
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【図１】本発明の一実施例に係るリール管理システムの構成例を示す図である。
【図２】リールに対する小型円形タグの貼付位置の関係の一例を示す図である。
【図３】粘着シート付きの小型円形タグの成形例を示す図である。
【図４】ＩＣタグが貼付されたリール部材を棚に収納してアンテナで読み取りするイメー
ジの一例を示す図である。
【図５】リール部材とアンテナの読み取り範囲の一例を示す図である。
【図６】リール収納時におけるＩＣタグの重なりの様子の一例を示す図である。
【図７】２つのアンテナの合成を行う構成例を示す図である。
【図８】（ａ）、（ｂ）、（ｃ）はアンテナ合成の構成例を示す図である。
【図９】リール部材の一例を示す図である。
【図１０】リールの機構の一例を示す図である。
【図１１】リール部材の多段棚への収納の一例を示す図である。
【図１２】カードサイズのＩＣタグのリールへの貼付の一例を示す図である。
【図１３】カードサイズのＩＣタグと棚型アンテナによる読み取りの位置関係の一例を示
す図である。
【図１４】アンテナに関する比較の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１、４１、８１、１０１、１２１、２０１、２２２、２３１、２５１、２５３・・リー
ル、　２、３２、４２、６１～６４、８２、１０２、１２２、２３２、２５２、２５４・
・ＩＣタグ、　１１・・制御ＰＣ、　１２・・ＬＡＮ、　１３、９１、１１１、１３１・
・リーダライタ、　１４、１４－１～１４－ｎ、９２、１１２、１３２・・アンテナ切替
器、　１５－１～１５－ｎ、５１、９３、１１７、１３５・・棚板、　２１・・タグ貼付
エリア、　３１・・粘着シート、　５２、７４、７５、９４、１１８、１３６、２４１・
・アンテナ、　５３、９５、１１９、１３７、２４２・・アンテナの読み取り範囲、　７
１、１１３～１１６、１３３、１３４・・結合器、　７２、７３・・同調器、　２０２・
・テープ、　２０３・・チップ部品、　２１１・・リール組立加工部、　２１２・・チッ
プ部品／テープが巻かれている部分、　２１３・・リール回転軸を通す穴、　２２１・・
多段棚、　２４３・・アンテナの読み取り方向、
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